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研究要旨  

ドナー登録にあたり登録会場へ訪れずに登録を可能とする WEB登録システムのプロトタイプ作

成を行なっている。WEB 登録システムのプロトタイプ開発業務は株式会社エヌアイエスプ

ラスに委託した。登録サイト作成にあたっては日本骨髄バンクおよび日本赤十字社との

協力体制にて実施している。さらには、WEB登録システムで新たに取り入れるスワブを用

いた HLA 検査に関して、実臨床への応用を見据え、検査施設を株式会社エスアールエル

に、検査キット等の配送施設を株式会社セルメスタに委託する流れでシステムを構想し

た。本研究では、WEB登録システムのプロトタイプ作成までを目標とし、R2年度にモック

アップを、R3年度でプロトタイプを作成した。 

 

Ａ. 研究目的 

昨今の新型コロナ感染症拡大に伴い骨髄バンクへ

の新規ドナー登録者が減少している。その主因として

不要不急の移動・外出制限が行われたこと、さらにはド

ナー登録会の制限が原因であった。さらには、ドナー

登録会場へ訪れることに抵抗を感じているドナー候補

者がいることも障壁となっている。本分担研究では、ド

ナー登録にあたり登録会場へ訪れずに登録を可能と

する WEB登録システムのプロトタイプを作成すること

を目的とする。 

 

Ｂ. 研究方法 

  ① 参加組織 

本研究の目的であるWEB登録システムのプロトタ

イプ開発業務は株式会社エヌアイエスプラスに委

託した。登録サイト作成にあたっては日本骨髄バ

ンクおよび日本赤十字社との協力体制にて実施し

た。日本赤十字社では現行の登録システムを運用、

管理している。さらには、WEB登録システムで新た

に取り入れるスワブを用いた HLA 検査に関して、

実臨床への応用を見据え、検査施設を株式会社エ

スアールエルに、検査キット等の配送施設を株式

会社セルメスタに委託して実施する計画とした。 

 

② R2年度に取り組む内容として以下を計画した。 

1) 要件定義 

・機能要件 

（閲覧確認機能、仮登録情報入力機能、検査結果

連携能） 

・業務フロー 

・ユースケース 

・業務データ 
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・環境定義 

2) 設計 

・画面仕様 

（説明、登録、個人情報、帳票設計） 

・データベース（DB）設計 

・インターフェース（I/F）設計 

（スワブ連携I/F受付、登録） 

3) モックアップ 

・WEB説明 

・WEB仮登録テーブル 

・個人情報 

 

③ ②までの計画実行後、R3年度に以下を実施出来

ることで、WEB登録システム開発を完了できる。 

・メインプログラムの製造（画面・連携） 

・単体テスト（画面・連携） 

・結合テスト（画面・連携） 

 

＜倫理面への配慮＞ 

 今後、実運用システムへ応用していくプロトタイ

プを作成するにあたり、セキュリティ対策を十分

講じて行うものとする。 

① ネットワークセキュリティ 

 本システムはインターネットに接続されたサービ

スとして応用するため、以下の対応をとる。 

・ファイアウォールによる通信制御 

・プロキシーによるアクセス制御 

・通信の暗号化 

② システムセキュリティ 

 以下の公的機関等のガイドラインをもとにセキュ

リティ対策を十分講じて行うものとする。 

・情報セキュリティ対策ガイドライン（IPA） 

・医療情報システムの安全管理に関するガイドラ

イン（厚生労働省） 

③ 誤認・誤操作への対策 

 仮登録番号を付与し、入力エラーを防止する。 

④ 個人情報への対策 

 本機能の使用において、個人情報保護法の基準を

満たすよう努める。 

 

Ｃ. 研究結果 

① 現行のドナー登録フロー図の確認 

 現在、新規ドナー登録するためには所定の受付

場所に出向き（説明員がいれば説明を受け）、申込

書に手書きで個人情報を記載・署名を行い、その後

に採血を行う必要がある。記載された申込書はデ

ータセンターに届けられ、本登録が行われると同

時に、HLA検査結果も個人情報と一緒に管理される

（図１）。 

（図１）現在のドナー登録システムの流れ 

 

 

② WEB登録システムを利用したドナー登録フロー

の策定 

 WEB登録の機能要件として、日本骨髄バンクがド

ナー登録時のパンフレットとして作成した「チャ

ンス」を読んで内容を理解したか確認するところ

から始まる（閲覧確認機能）。現行フローと異なり、

ドナーが受付場所まで移動する必要なく、ドナー

の居場所を問わず登録申し込みが出来る。その後、

登録申込書に必要事項をユーザー（ドナー登録希

望者）が入力することで仮登録が行われ、仮登録番

号を採番する（仮登録情報入力機能）。本 WEB登録

システムでは、登録時の HLA 検査方法を「血液検

査」もしくは「口腔内スワブ検査」を選択すること

を可能とした。検査方法を選択可能としたことに

伴い、検査の違いによる検査結果の登録連携機能

を設定した（検査結果連携機能）。WEB登録により

仮登録した後、血液検査を選択した場合のフロー

を図２に、口腔内スワブ検査を選択した場合のフ

ローを図３に示す。 

（図２）WEB登録システム＋血液検査によるドナー

登録の流れ 



 26 

 

 WEB 登録システムで仮登録した際の HLA 検査法

として血液検査を選択した場合、血液検査対応が

可能な登録会場が示される。仮登録者は適切な登

録会場で問診を受けた後、採血が行われることで

本登録完了となる。 

（図３）WEB登録システム＋口腔内スワブ検査によ

るドナー登録の流れ 

 

 WEB 登録システムで仮登録した際の HLA 検査法

として口腔内スワブ検査を選択した場合、配送施

設からスワブ採取キットと申込書が仮登録者のも

とへ送付される。仮登録者は自ら検体採取を行い、

申込書へ記入した後、配送施設へ検体と申込書を

郵送する。データセンターにて仮登録情報と紐付

けが行われて本登録完了となる。 

 

③ 設計・モックアップの作成 

 本研究で作成した画面仕様を以下に示す。 

 WEB仮登録情報を入力するにあたり、ドナー適格

条件を示し、登録要件を満たした方のみ入力画面

へ進めるよう設計した（図４）。 

（図４）登録要件の画面 

 

 次に、日本骨髄バンクが作成した既存の説明用

紙である「チャンス」ならびに「骨髄バンクにドナ

ー登録される方へ」を読んでいただき、内容に理

解・同意するか選択する画面を設計した（図５） 

（図５）説明書類ならびに仮同意画面 

 

 文書による説明を読んで理解され、仮同意登録

に同意された者は、次に個人情報の入力画面へ移

動する（図６）。入力する情報は基本的に従来の申

込書に記入する内容と一致させるが、今後の利活

用を考慮して、メールアドレスも入力可能にする

こととした（任意）。 

（図６）個人情報入力画面（左; 複数構成例, 右; 

単一構成例） 
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 画面の基本配色（背景色）は２色で検討してお

り、青系とオレンジ系を予定している（図７）。

背景色の違いによる「見やすさ」「仮登録者が受

け取るイメージ」などを検討して最終的にどちら

の色にするか決める。 

（図７）画面配色（左; 青系色, 右; オレンジ系

色） 

 
 

Ｄ. 考察 

2019年 3月のオランダのNoodwijkで開催され

た World Marrow Donor Association（WMDA）25

周年記念総会およびNMDP（米国骨髄バンク）の年

次総会において、海外ドナーバンクのドナーリク

ルートに関する発表が行われた。本発表内容に関

して、厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等

政策研究事業（免疫アレルギー疾患等政策研究事

業（移植医療基盤整備研究分野））「骨髄バンクコ

ーディネート期間の短縮とドナープールの質向上

による造血幹細胞移植の最適な機会提供に関する

研究（福田班, 岡本ら）」で報告されている。 

岡本らの報告によると、WMDA 25周年記念総会に

おいてSwiss registryは、確認検査に応じるドナ

ーをリクルートの方法ごとに検討し、online そし

て献血の際に登録したドナーは、イベントで登録

されたドナーと比較して retention（ドナー継続）

率が高いことが示されていた。また、NMDP 年次総

会でも、NMDPのドナー登録の方法として Onlineと

Eventでの登録を比較され、Event登録ではドナー

の retention 率が低いことが示されていた。本発

表報告にて岡本らは、若年ドナー層に汎用される

IT tool を駆使した登録システムと登録後の

communication、常に新たな若年層が集まる大学な

どと連携したリクルート活動、スワブを用いた HLA

検査に関しては、日本骨髄バンク（JMDP）に積極的

に導入すべきであると結論づけている。 

本報告から、WEB登録システムの開発は、新型コ

ロナウィルス感染症拡大での新規ドナー登録数減

を克服するための体制整備だけではなく、登録ド

ナーの retention 率の向上にもつながるシステム

になり得、ポストコロナを見据えた体制づくりに

つながることが期待される。我が国においても WEB

でのドナー登録システム開発は喫緊の課題である

と考える。 

 今回作成したWEB登録システムのプロトタイプを

今後、実臨床へ応用していくにあたり、プロトタイ

プでの登録から口腔内スワブを用いた検査、検体回

収さらにはデータ回収までの一連の流れがスムー

スに行うことが可能か、厚生労働科学研究費補助金

（移植医療基盤整備研究事業）「骨髄バンクドナー

の環境整備とコーディネートプロセスの効率化によ

る造血幹細胞移植の最適な機会提供に関する研究」

（福田班）において、本プロトタイプのシステムの

流れが検証された。10名のボランティアに参加いた

だき、登録 → キットの郵送 → 検査 → 解析 → 

データ回収に至る一連の流れについて検証された

結果、全ての行程はスムーズであることが確認され

た。 

 

Ｅ. 結論 

 直接人と会わずにドナー登録できるシステムは、昨

今の新型コロナ感染症拡大下において可能な限り早
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急に構築することが必要である。本研究では WEB登録

システムのプロトタイプを作成し、厚生労働科学

研究費補助金（移植医療基盤整備研究事業）「骨髄

バンクドナーの環境整備とコーディネートプロセ

スの効率化による造血幹細胞移植の最適な機会提

供に関する研究」（福田班）と共同で、システムの

同線についての検証も行なった。今後は、福田班に

引き継ぎ、日本骨髄バンク、日本赤十字社、NISプ

ラス、SRL株式会社などと協力しながら実臨床への

応用を目指す。 
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